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イベント概要 

 

[企業名]  アスクル株式会社 

 

[企業 ID]  2678 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 5 月期 第 1 四半期決算説明（プレゼンテーション） 

 

[決算期]  2025 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2024 年 9 月 13 日 

 

[ページ数]  21 

  

[時間]   15:00 – 15:16 

（合計：16 分、登壇：16 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

   取締役 CFO   玉井 継尋（以下、玉井） 
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登壇 

 

玉井：こんにちは。CFO の玉井です。2025 年 5 月期第 1 四半期決算概要について、そのポイント

を説明させていただきます。 

 

スライド 3 ページ、サマリになります。 

まず 1Q の連結業績ですが、売上高は過去最高を更新しましたが、営業利益につきましては、為替

影響による一時的な売上総利益率の低下を主要因として、減益となりました。要因は一過性のもの

と分析しており、課題は明確になっており、トップラインの成長も含めて、通期計画の達成に向け

て各種施策を実行してまいります。 

ASKUL 事業の売上高につきましては、前年同期比 104.6%となっており、通期 106.1%に向けての

各施策の詳細は後ほど説明させていただきます。 

LOHACO 事業につきましては、計画どおり伸長しており、引き続き通期黒字を維持しつつ、再成

長を目指してまいります。 
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売上総利益率につきましては、足元の状況から、今後の為替ポジションの回復を見込んでおります

が、引き続き為替動向を注視するとともに、オリジナル商品の強化や価格調整により改善を進めて

まいります。 

変動費につきましては、前年同期比で一箱あたりの売上単価が上昇したことで改善しております。

一方、前四半期と比較した場合は、猛暑や南海トラフ地震臨時情報により飲料のケース出荷が増加

したことで、一箱あたりの売上単価に影響が出ておりますが、こちらも一過性要因と考えており、

今後の改善を見込んでおります。 

株主還元につきましては、前年度に定めました総還元性向 45%の方針に基づき、新たに 20 億円の

自己株式取得を進めてまいります。 

 

まずは、2025 年 5 月期 1Q の実績について説明いたします。 

スライド 5 ページ、1Q の連結業績になります。 

売上高は前年同期比 104.7%の 1,183 億円となり、過去最高を更新しております。 

売上総利益率は、為替ポジションの悪化を主要因として、1 ポイント低下しております。 

営業利益は前年同期比で 91.1%となっておりますが、詳細につきましては次のスライドで説明させ

ていただきます。 
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スライド 6 ページ、営業利益のウォーターフォールになります。 

グラフ右端の ASKUL 関東 DC/基幹システムリプレイスにかかるコストについては、おおむね計画

どおり使用しており、固定費は増加しております。 

一方で、グラフの中ほどの物流費につきましては、一箱あたり売上単価の上昇により効率化が進ん

でおります。 

物流費の効率化に加えて、グラフ左端の売上成長による利益増もありましたが、一時的な売上総利

益率の低下の影響が大きく、固定費増をカバーできず、前年同期を下回る結果となっております。 
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スライド 7 ページ、事業別の 2025 年 5 月期 1Q の実績となります。 

次のスライド以降で、各事業の概況につきまして説明させていただきます。 

 

スライド 8 ページ、e コマース事業の売上高の推移になります。 

ASKUL 事業は、中堅大企業を中心に売上が成長しており、前年同期比 104.6%となりました。 
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LOHACO 事業は、前四半期からの成長モメンタムを継続し、前年同期比 108.7%となりました。 

グループ会社等は、前年度に連結したフィード社やアルファパーチェス社が堅調に推移しており、

前年同期比 104.7%となりました。 

 

スライド 9 ページ、e コマース事業の営業利益の推移になります。 

毎期 1Q は、夏場の飲料需要の高まりや、お盆等の影響もあり、利益が出にくい期間となります。

今期は、猛暑や南海トラフ地震臨時情報により、飲料のケース出荷が例年と比べ増加したことや、

為替ポジションの悪化も重なり、前年同期比 88.7%となりました。 

いずれの要因も今後の改善を見込んでおり、通期目標の達成を目指してまいります。 
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スライド 10 ページ、ロジスティクス事業・その他の売上高と営業利益の推移になります。 

売上高につきましては、前期並みの水準を継続しております。 

営業利益につきましては、ロジスティクス事業において、取引先との契約内容の見直しが進んだこ

とや、嬬恋銘水の収益構造が改善したことで、黒字を達成しております。 
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スライド 11 ページ、主力の e コマース事業の売上高および売上総利益率に対する現状認識と対応

策について説明させていただきます。 

売上高につきましては、従来型のオフィス用品に対する需要の減少や、中小企業の需要回復遅れへ

の対策が重要であると認識しております。 

前者につきましては、さまざまな業種で必要とされるオフィス用品以外の汎用品の拡大、後者につ

きましては、パーソナライズ化された販促施策の実施と、お客様に一度の注文で、より多くのカテ

ゴリの商品を購入していただける販促機能の追加や、UI/UX の強化を進めてまいります。 

売上総利益率につきましては、為替ポジションの悪化が主要因となりますが、一部商品で新規顧客

獲得のために戦略的な価格設定を実施したことも影響しております。 

為替につきましては、下期以降の改善を見込んでおりますが、価格につきましては、商品ごとの価

格感応度等も踏まえて、きめ細かく価格を調整してまいります。 

また、お客様ニーズに対応したオリジナル商品を積極的に導入し、他社との差別化と収益の向上を

進めてまいります。次のスライドで、その一例をご紹介させていただきます。 

 

スライド 12 ページ、当社のオリジナル商品の LOHACO Water について説明させていただきま

す。 

こちらの商品は、グループ会社の嬬恋銘水で製造している商品となります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

画面左が最初に開発した商品になりますが、2 リットルの水を 5 本横並びにすることで、ダンボー

ルの底面にちょうど収まり、上部の空間に他の商品も同梱できる非常に物流効率の良い、EC 通販

に適した荷姿となっております。 

その後、お客様ニーズにお応えして、小容量サイズや環境に配慮したラベルレス、そして今回接客

シーンで需要が見込まれる飲み切りサイズの超小容量の商品を追加いたします。 

今後もお客様ニーズに即したオリジナル商品を積極的に投入し、他社との差別化を図るとともに、

グループ全体の収益向上を目指してまいります。 

 

スライド 13 ページ、自己株式の取得と消却についてです。 

2024 年 9 月 17 日から同年 12 月 20 日の期間において、新たに取得株式数の上限 100 万株、取得

価額総額の上限 20 億円で自己株式を取得いたします。 

なお、2024 年 3 月 18 日から同年 8 月 9 日までに取得した自己株式につきましては、今後の株式

連動報酬を鑑み、15 万株を残して消却いたします。 
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スライド 14 ページ、EBITDA の推移になります。 

順調に拡大しており、1Q 期間において過去最高を更新、通期でも過去最高を目指してまいりま

す。 

 

ここから各事業の戦略と概況について説明させていただきます。 
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スライド 16 ページ、継続開示しております、現行の中期経営計画の成長戦略になります。 

7 月の決算発表でも触れましたが、新たな中期経営計画については、今期中の公表を予定しており

ます。 

 

スライド 17 ページ、品揃え拡大の進捗になります。 

左側の取扱い商品数につきましては、合計で 29 万 2,000 アイテムの増加となりました。前期まで

の反省も踏まえて、オフィス用品以外の汎用品の拡大に注力しております。 

右側の在庫商品数につきましては、2 万 3,000 アイテム増加しております。 
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スライド 18 ページ、オリジナル商品の拡大状況になります。 

順調に拡大しておりまして、1 万 1,259 アイテムとなっております。今期から商品開発専門の部門

を新設しており、商品力をさらに強化してまいります。 

足元は、一部商品の欠品が影響しておりますが、売上高構成比を拡大することにより収益力を強化

してまいります。 
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スライド 19 ページ、ASKUL 事業の品目別売上高になります。 

生活用品が引き続き堅調に推移しており、成長を牽引しております。 

メディカルにつきましても、新型コロナウイルス感染の特需の反動減が一巡し、成長に転じており

ます。 

一方、従来型のオフィス用品につきましては、需要が鈍化してきており、文具の成長もエージェン

ト制度改革のプラス影響であり、引き続き、オフィス通販からのトランスフォーメーションのスピ

ードを上げることに注力してまいります。 
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スライド 20 ページ、前期 4Q 決算で説明いたしました、今期の売上高成長施策になります。 

次のスライド以降で、進捗状況について説明させていただきます。 

 

スライド 21 ページ、商品力の強化の進捗状況についてです。 
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品揃えの強化につきましては、スライドに記載のとおり、前期の反省を生かし、特定の業種ではな

く、さまざまな業種で使われるオフィス用品以外の汎用品分野の品揃えを強化し、商品の稼働率の

向上と販促の効率化を進めてまいります。 

右側に記載のマーチャンダイジング DX においては、商品採用業務のデジタル化・自動化を進めて

おります。 

 

スライド 22 ページ、UI/UX の強化の進捗状況です。 

新たな販促機能として、LOHACO でも実績があります、「まとめ割」機能を ASKUL にも展開し

ております。 

パーソナライズの進化につきましては、探し易いサイトの進化に向け、各種機能を改善しておりま

す。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

スライド 23 ページ、ASKUL 事業の一箱あたりの売上単価の推移になります。 

例年 1Q は飲料需要の増加により低下する傾向にありますが、今期は猛暑や南海トラフ地震臨時情

報により、その傾向が強く出ております。 

それでも昨年 11 月に実施した配送バー改定効果もあり、前年同期比では 105.3%となり、4 億円相

当の配送費低減効果となりました。 

今後も引き続き、配送効率の改善と環境負荷低減の両立を目指してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

17 
 

 

スライド 24 ページ、新アスクル Web サイトの進捗になります。 

ソロエルアリーナのお客様の新アスクル Web サイトへの移行につきましては、見直し後の計画ど

おり、8 月から移行を再開しており、56%のお客様の移行が完了しております。 

引き続き、お客様にご迷惑をおかけしないよう、万全を期して取り組んでまいります。 
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スライド 25 ページ、LOHACO 事業の四半期別の売上高伸長率です。 

前期 4Q で達成した再成長モメンタムを継続し、前年同期比 108.7%となっております。 

LINE ヤフー社との販促連携が、新規のお客様獲得に貢献しております。 

 

最後に、ESG のトピックスについて説明いたします。 

スライド 27 ページ、1Q の ESG の取り組みについて、3 点説明させていただきます。 

1 点目、2024 年 7 月に名古屋センターの配送エリアにおいて、「当日配送選択式サービス」を開

始しました。内容につきましては、スライドに記載のとおりとなります。 

2 点目、3 年連続で、「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定されてお

ります。 

3 点目、定時株主総会の決議において、取締役 10 名のうち、半数の 5 名が独立社外取締役となり

ました。 

私からの説明は以上となります。 

引き続き、全社一丸となって、通期業績目標の達成および企業価値向上に取り組んでまいります。 

［了］ 

______________ 
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脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生的若しくは付
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本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま
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